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ここ最近の傾向として、若者の相談では男女共に引き続き「美（び）」（脱毛エステ、医

療サービスなど）、「金（かね）」（内職・副業など）、「暮らし」（賃貸アパート、電気・ガ

ス・光回線、暮らしのレスキュー等）に関する相談が多く寄せられています。 

 

１、「美（び）」に関する相談 

①脱毛エステや歯のセルフホワイトニング 

【事例１】脱毛エステ 

ＳＮＳでひげ脱毛が月額約 1,000 円、全身脱毛が約 3,000 円と謳う広告が表示され、エ

ステ事業者のサイトで予約をした。エステサロンに行くと、ひげや脱毛をしたい部位を選

べる約 50万円のコースを勧められた。高額だったため、広告掲載のひげ脱毛を受けたい

と申し出たところ、「納得のいく脱毛をする場合は、これぐらいの料金がかかる」と言わ

れ、契約した。クレジットの分割払いは 36回払いで、分割手数料が月総額約 60万円だっ

た。大学生のため支払っていくことが難しい。クーリング・オフしたい。（20 歳代、男

性） 

 

【事例２】脱毛エステ 

「6カ月で卒業」とうたう脱毛エステのウェブサイトを見て店舗に行った。3年間で 30

回のコースを勧められ、高額だったのでいったん断ったが、「この値段は今日だけ」など

と引き留められ、36 回払いの個別クレジットを組み総額 60万円の契約をした。１年半が

過ぎた段階で中途解約を申し出たら、「１年間の契約期間を過ぎているので、中途解約し

ても返金はない」と言われた。契約書には確かに契約期間は１年間と書かれていたが、手

書きで「施術有効期間は 3年間」と書かれており、私は中途解約も 3年間可能な契約だと

思っていた。施術を受けた分だけ支払って解約したい。 （20 歳代、女性） 

 

【事例３】歯のセルフホワイトニング 

ＳＮＳを見ていたところ、歯のセルフホワイトニングに関する広告が目に入った。無料

体験のため予約をして、店舗に出向いた。無料体験後に「毎月１万円で継続して契約しな

いか」と勧誘を受けた。「今すぐ決められないので帰宅して検討したい」と言うと、担当

者より「家に帰って検討したら契約しないでしょう。今考えて」「絶対お得」「一緒に頑張

ろう」「今日決めないと月額料金が増える」など色々と言われ、契約しなければ帰れない

と思い、「契約する」と言った。帰宅後にやはり解約したいと思い、メールでクーリン

グ・オフ通知を出した。事業者からは「クーリング・オフ対象の取引ではない、解約する

なら違約金を請求する」との返信があった。本当にクーリング・オフはできないのか。

（20歳代、 女性） 

 

 

【資料　８】
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②スポーツジムやパーソナルジム 
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【事例４】パーソナルジム 

女性専用のパーソナルジムで、腰痛持ちだったため、腰痛改善のためのプログラムを申

し込み、トレーナーにも腰痛があることを最初に伝えていた。ところが３回目の指導の

際、腰を痛め立ち上がれなくなった。病院に行ったら、２週間ほど治療期間を要すると言

われた。このトレーナーは専門的な知識を得ているわけではないと思われる。（20 歳代、

女性） 

 

【事例５】ピラティス 

友人とピラティスの無料体験に行った。体験後、２か月間は無料でその後月額が１万円

以上に上がる１年間継続の契約を勧められた。途中で解約する場合は違約金２万 5,000 円

がかかるとの説明も受けた。契約を迷ったが、友人も入会したので契約した。コースは来

月から始まる。帰宅後によく考えると月額１万円以上も支払えないと思った。店舗に解約

を伝えると、「コース開始前でも２万 5,000 円の違約金を請求する」と言われた。違約金

を支払わずに解約したい。（20歳代、女性） 

 

２、「金（かね）」に関する相談 

【事例６】投資（マルチ） 

高校の先輩から「もうけ話がある」と誘われ、一緒に事業者の営業担当者と Web 会議を

した。投資で稼ぐような話で、よく理解できなかったが、誰かを勧誘すれば報酬がもらえ

るネットワークビジネスで、登録には 50 万円が必要とのことだった。「お金がない」と言

うと「借金してもすぐに返済できる」と言われ、先輩の指示で、消費者金融の無人機に偽

の勤務先や年収等を入力して 50 万円の借金をし、その場で手渡した。その後、投資では

稼げず、借金の返済も苦しくなってきた。 

 

【事例７】暗号資産投資 

画像投稿の SNS で外国人男性と知り合い、メッセージアプリで連絡を取り合うようにな

った。暗号資産の投資を勧められ、最初の投資として、指示に従って国内の暗号資産取引

所のアプリで 2万円相当の暗号資産を購入し、指定された投資サイトへ送付した。数日

後、利益が 3万円相当になり、暗号資産取引所のアプリ内に開設した自身の口座へ出金で

きたので信用した。再度、40万円相当の暗号資産を投資サイトへ送付し、利益が出たの

で、出金しようと投資サイトへ連絡すると、出金には 12％の税金がかかり、約 5,800 ドル

（約 86 万円）を支払わなければ出金できないと言われた。どうしたらよいか。（20 歳代、

男性） 
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【事例８】高額な就活サポート契約 

 就職活動を始めるため就活情報サイトに登録したところ、無料の就活セミナーの案内

メールが届いたので、事業者の事務所に出向き説明を受けた。その際に「就活に有利

だ」と言われ、入会金 15万円と、ライブゼミやオンデマンド、就活相談などができる

約 40万円の就活サポートを契約した。支払いを個別クレジットの分割払いで契約する

際、アルバイトの月収は 1～2万円程度だが、「月々20万円の親の仕送りを収入に含め

るように」と言われ、年収欄にはアルバイト収入と親の仕送りを合わせて 260 万円と記

載した。個別クレジットの手数料を含めると、総額は 80 万円に近い金額になってしま

った。就活に関する動画を少し視聴したが、役立つ内容ではなく料金も高額だ。アルバ

イト収入はわずかで、親の仕送りは生活費で消えてほとんど残らない。今後の支払いが

不安なので解約したい。（20 歳代。男性、大学生） 
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３、「暮らし」に関する相談 

①賃貸アパートの契約や退去時のトラブル相談 
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②電力の契約や光回線の契約 

【事例９】電力 

事業者がアパートに訪問してきて、「管理会社から委託を受けた」と電力の切替を勧め

られた。管理会社の委託だと思って切替を了承し、供給地点番号等の必要な情報を伝え

た。その後、管理会社に問い合わせたところ、「委託したことはない」と返答され、事

業者の説明が事実ではないことがわかった。クーリング・オフしたい。（20 歳代、男

性） 

 

【事例１０】光回線 

賃貸マンションに住んでいる。「光回線を契約しているお客様宛の案内です。安いプラ

ンがあります」と電話があり、契約先の光回線事業者かと思い話を聞いたが、実際は別

の光回線事業者の代理店からの電話だった。勘違いさせるような怪しい電話だと思い、

曖昧な対応をした。最後に代理店から、「あとで確認の電話が来ます」と言って電話が

切れたが、勝手に契約されたのではないかと心配だ。（20 歳代、男性） 
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②生活上のトラブルに対処するサービス（暮らしのレスキューサービス）に関する相談 
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５，子供でも簡単に支払えるコンビニ後払いを利用したネット通販に注意を 

【事例１１】コンビニ後払い決済（洋服や文具等） 

小学生の娘が、数カ月前に親の同意なしで娘のスマホでネット通販を利用し、洋服や文

具等を購入していた。先日、コンビニ後払い決済業者から約８千円の請求書が届いた。商

品を使用しているので今回は支払いをするつもりだが、未成年者なので取り消しができる

場合もあるのか。（当事者：小学生） 

 

【事例１２】コンビニ後払い決済（除毛クリーム） 

高校生の娘がスマートフォンのＳＮＳに表示されたポップアップ広告を見て、約 1,200 

円の除毛クリームを注文した。後日、販売店とは別の決済サービス事業者から届いた請求

書でコンビニから支払ったようだ。本日、さらに３本の除毛クリームが届き、代金が１万

円を超えていた。娘は定期購入を注文した認識はなく、高額なので小遣いで支払うことは

無理だ。サイトからは定期購入の回数も分からない。親権者である私は購入の同意をして

いないし、娘も注文時に親権者の同意を求められなかったと言う。業者に電話をしたが連

休のようで誰も出なかった。（契約当事者：10 歳代 女性、相談者：40 歳代 男性） 

４、SNS をきっかけとした消費者トラブル 
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